
観
光
へ
の
影
響
じ
わ
り

　

総取扱額２％減

国内旅行は２カ月連続減少

ＪＴＢ

国
内
旅
行
は
３
％
減

断絶で迂回路渋滞
自動車から鉄道へ

中央道・笹子トンネル事故

Ｊ　Ｔ　Ｂ

家
族
旅
行
の
大
切
さ
訴
求

映
画「
東
京
家
族
」と
連
携

会社・旅ホ連と
合同で事業実施へ

トップ会

１０月分

’}}}
　

円
お
得
な

ク
ー
ポ
ン
販
売

箱
根
旅
組

（７） 第２６８６号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）１月１日（火曜日）

　
中
央
自
動
車
道
・
笹
子

ト
ン
ネ
ル
の
事
故
発
生
か

ら
１
カ
月
盜
都
内
と
甲
信

地
方
を
結
ぶ
大
動
脈
が
突

然
断
絶
す
る
と
い
う
異
常

事
態
に
欷
沿
線
観
光
地
の

関
係
者
ら
は
観
光
客
減
少

を
危
惧
し
欷
困
惑
を
深
め

て
い
る
盜
自
動
車
か
ら
鉄

道
へ
の
シ
フ
ト
も
顕
在
化

す
る
な
ど
人
の
流
れ
も
変

わ
り
欷
影
響
は
各
方
面
に

広
が
檸
て
い
る
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
欟
プ
の
旅
行

販
売
会
社
烝
社
に
よ
る
２
０

１
２
年
瀾
月
の
取
扱
額
は
欷

前
年
同
月
比
２
・
９
％
減
の

１
４
５
１
億
２
４
０
０
万
円

と
な
檸
た
盜
国
内
旅
行
は
３

・
２
％
減
の
８
７
９
億
４
６

０
０
万
円
盜
海
外
旅
行
は
２

・
８
％
減
の
４
８
５
億
５
８

０
０
万
円
欷
国
際
旅
行
は
炯

・
０
％
増
の
熄
億
４
５
０
０

万
円
欷
旅
行
関
連
商
品
そ
の

他
は
９
・
６
％
減
の
熹
億
７

５
０
０
万
円
だ
檸
た
盜

　
国
内
旅
行
の
内
訳
を
見
る

と
団
体
旅
行
は
８
・
８
％
減
盜

う
ち
一
般
団
体
は
欹
組
織
飮

が
３
・
５
％
減
欷
欹
企
業
飮

が
６
・
２
％
減
欷
欹
官
公
庁

・
自
治
体
飮
が
８
・
８
％
減
欷

欹
宗
教
飮
が
燉
・
５
％
減
だ

檸
た
盜
教
育
団
体
は
５
・
０

％
減
と
な
檸
て
い
る
盜

　
企
画
商
品
は
２
・
１
％
減

で
欷
う
ち
ブ
ラ
ン
ド
欹
エ
欟

ス
飮
は
１
・
５
％
減
盜
手
配

旅
行
を
含
む
個
人
旅
行
全
体

で
は
０
・
３
％
減
だ
檸
た
盜

　
方
面
別
の
状
況
を
首
都
圏

発
エ
欟
ス
の
取
扱
人
員
で
見

る
と
欷
前
年
を
上
回
檸
た
の

は
７
・
８
％
増
の
東
北
欷
１
・

０
％
増
の
北
海
道
欷
０
・
３
％

増
の
沖
縄
の
３
方
面
の
み
盜

一
方
欷
前
年
を
下
回
檸
た
の

は
欷
９
・
９
％
減
の
中
部
欷
９
・

８
％
減
の
九
州
欷
７
・
１
％
減

の
中
国
・
四
国
な
ど
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
団
体
旅
行

が
２
・
０
％
減
欷
企
画
商
品

が
２
・
１
％
減
欷
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

烱
・
２
％
減
だ
檸
た
盜

　
灑
年
度
瀾
月
ま
で
の
累
計

取
扱
額
は
瀲
・
１
％
増
の
９

７
９
８
億
８
５
０
０
万
円
盜

国
内
旅
行
は
８
・
５
％
増
の

５
６
５
３
億
７
３
０
０
万

円
欷
海
外
旅
行
は
炯
・
１
％

増
の
３
５
７
６
億
７
７
０
０

万
円
欷
国
際
旅
行
は
牴
・
４

％
増
の
２
０
４
億
６
５
０
０

万
円
欷
旅
行
関
連
商
品
そ
の

他
は
瀾
・
３
％
減
の
３
６
３

億
７
千
万
円
と
な
檸
た
盜

　
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
・
ト
蘖
プ

会
は
灑
月
３
日
欷
東
京
都
渋

谷
区
の
渋
谷
エ
ク
セ
ル
ホ
テ

ル
東
急
で
常
務
理
事
・
活
性

化
委
員
長
合
同
会
議
を
開
催

し
た
盜
同
会
は
こ
れ
ま
で
欷
ト

蘖
プ
ツ
ア
欟
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
と
は
別
に
年
間
事
業

を
決
定
欷
実
施
し
て
き
た
が
欷

来
年
度
か
ら
会
社
を
含
め
た

３
者
が
合
同
で
事
業
を
実
施

す
る
方
向
性
を
決
定
し
た
盜

　
会
議
は
同
会
か
ら
小
野
寺

邦
夫
会
長
歉
岩
手
県
・
平
泉

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
歐
ら
役
員
烋

人
欷
会
社
か
ら
石
川
邦
大
社

長
ら
関
係
役
員
４
人
が
出
席

し
た
盜

　
同
会
は
同
連
盟
や
会
社
と

と
も
に
欷
旅
行
事
業
発
展
と

い
う
同
じ
目
標
に
向
か
檸
て

い
る
こ
と
か
ら
欷
来
年
度
事

業
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
事
業

に
は
こ
だ
わ
ら
ず
欷
相
乗
効

果
を
狙
檸
て
共
同
事
業
を
増

や
す
こ
と
を
確
認
し
た
盜

　
こ
の
た
め
欷
事
業
案
を
３

者
で
検
討
欷
策
定
す
る
欹
検

討
委
員
会
飮
を
早
期
に
立
ち

上
げ
る
こ
と
に
し
て
い
る
盜

　
同
会
は
総
会
を
１
年
お
き

に
開
催
し
て
い
る
盜
今
年
は

開
催
年
に
当
た
り
欷
４
月
炸

日
に
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
欟
東

急
ホ
テ
ル
歉
同
区
歐
で
実
施

す
る
予
定
盜
同
連
盟
も
同
日
欷

同
ホ
テ
ル
で
開
催
し
欷
総
会

後
の
懇
親
会
は
合
同
で
開
催

す
る
盜

国
内
が
２
ケ
タ
増

外
国
人
は
大
幅
増

阪
急
交
通
社

　
阪
急
交
通
社
に
よ
る
と
欷

灑
年
瀾
月
の
旅
行
取
扱
実
績

は
前
年
同
月
比
４
・
１
％
増

の
３
３
１
億
８
２
４
７
万
円

だ
檸
た
盜
う
ち
欷
国
内
旅
行

は
九
州
欷
北
陸
方
面
が
減
少

し
た
も
の
の
欷
北
海
道
欷
関

東
欷
東
海
方
面
が
好
調
で
欷

同
灑
・
３
％
増
の
１
２
７
億

６
４
１
４
円
と
な
檸
た
盜

　
海
外
旅
行
は
米
国
欷
カ
ナ

ダ
欷
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
が
伸

び
た
半
面
欷
中
国
欷
韓
国
が

不
振
で
欷
同
０
・
６
％
減
の

２
０
３
億
５
４
２
２
万
円
盜

外
国
人
旅
行
は
同
１
２
６
・

４
％
増
の
６
４
１
２
万
円
だ

檸
た
盜

国
内
旅
行
９
％
減

訪
日
旅
行
煥
％
増

ト
蘖
プ
ツ
ア
欟

　
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
の
灑
年
瀾

月
の
旅
行
販
売
実
績
は
総
取

扱
額
が
前
年
同
月
比
８
・
６

％
減
の
１
２
８
億
５
４
３
８

万
円
盜
内
訳
は
国
内
旅
行
が

同
９
・
４
％
減
の
猗
億
４
７

０
３
万
円
欷
海
外
旅
行
が
同

８
・
５
％
減
の
焙
億
１
７
８

１
万
円
欷
訪
日
旅
行
が
同
焙

・
２
％
増
の
３
億
３
７
２
０

万
円
欷
そ
の
他
が
烟
・
１
％

減
の
５
２
３
４
万
円
盜

　
国
内
旅
行
は
欷
個
人
の
企

画
商
品
が
前
年
を
上
回
檸
た

一
方
で
欷
そ
の
他
は
団
体
欷

個
人
と
も
前
年
を
下
回
檸

た
盜
団
体
分
野
は
瀲
年
欷
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
秋
に

旅
行
時
期
を
移
し
た
団
体
が

多
か
檸
た
反
動
で
欷
減
少
を

記
録
し
た
が
欷
震
災
前
の
２

年
前
と
の
比
較
で
は
欷
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
と
い
う
盜

　
商
品
別
で
は
欷
一
般
団
体

が
同
灑
・
６
％
減
欷
教
育
団

体
が
同
瀾
・
１
％
減
欷
団
体

全
体
で
は
同
瀲
・
４
％
減
だ

檸
た
盜
個
人
旅
行
は
欷
企
画

商
品
が
同
３
・
６
％
増
欷
企

画
商
品
を
除
く
そ
の
他
の
個

人
旅
行
が
同
３
・
３
％
減
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
教
育
旅
行

団
体
が
同
４
・
５
％
増
だ
檸

た
が
欷
一
般
団
体
は
同
炙
・

４
％
減
と
苦
戦
し
た
盜
団
体

旅
行
全
体
で
は
同
９
・
８
％

減
盜
個
人
旅
行
は
欷
自
社
企

画
商
品
が
同
熄
・
１
％
の
大

幅
減
欷
他
社
企
画
商
品
は
同

８
・
７
％
減
欷
企
画
商
品
全

体
で
は
同
烱
・
０
％
減
盜
そ

の
他
の
個
人
旅
行
は
同
２
・

３
％
減
だ
檸
た
盜

　

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
東
京
は
灑
月

瀾
日
欷
松
竹
と
連
携
し
欷
１

月
炸
日
公
開
の
映
画
欹
東
京

家
族
飮
と
関
連
付
け
て
欷

欹
家
族
旅
行
飮
に
ま
つ
わ
る

思
い
出
の
エ
ピ
ソ
欟
ド
の
募

集
を
始
め
た
盜
旅
行
が
家
族

の
大
切
さ
を
再
認
識
で
き
る

機
会
に
な
る
こ
と
を
ア
ピ
欟

ル
し
て
い
く
盜

　
欹
東
京
家
族
飮
は
山
田
洋

次
監
督
作
品
で
欷
瀬
戸
内
海

の
小
島
に
住
む
老
夫
婦
が
子

ど
も
た
ち
の
住
む
東
京
に
出

て
き
て
欷
さ
ま
ざ
ま
な
す
れ

違
い
を
経
験
し
な
が
ら
も
家

族
の
大
切
さ
を
確
か
め
合
う

ス
ト
欟
リ
欟
盜
家
族
旅
行
が

増
え
る
年
末
年
始
期
間
に
合

わ
せ
欷
全
国
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定

旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
会
員
欷
約

４
２
０
０
施
設
に
映
画
ポ
ス

タ
欟
‖
写
真
‖
を
掲
出
し

て
欷
エ
ピ
ソ
欟
ド
を
募
る
盜

　
エ
ピ
ソ
欟
ド
は
５
０
０
文

字
以
内
盜
優
秀
な
エ
ピ
ソ
欟

ド
作
品
に
は
欷
旅
行
券
や
映

画
鑑
賞
券
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
盜
募
集
期
間
は
１
月

煕
日
ま
で
盜

　
神
奈
川
県
の
箱
根
町
温
泉

旅
館
協
同
組
合
は
１
月
７
日

か
ら
欷
オ
フ
檪
シ
櫺
ル
サ
イ

ト
欹
箱
根
の
温
泉
公
式
ガ
イ

ド
歡
箱
ぴ
た
歸
飮
で
欷
宿
泊

割
引
券欹
箱
ぴ
た
ク
欟
ポ
ン
飮

を
イ
ン
タ
欟
ネ
蘖
ト
販
売
す

る
盜

　
価
格
は
３
千
円
だ
が
欹
５

千
円
の
宿
泊
割
引
券
と
し

て
欷
組
合
加
盟
施
設
で
の
宿

泊
時
に
利
用
で
き
る
飮
と
同

旅
組
盜
箱
根
地
区
の
認
知
度

向
上
と
加
盟
施
設
へ
の
誘
客

を
狙
う
盜
利
用
で
き
る
施
設

は
１
０
４
軒
盜

　
１
月
煕
日
ま
で
販
売
す

る
盜
利
用
期
間
は
２
月
１
日

か
ら
４
月
末
ま
で
盜
１
人
４

枚
ま
で
購
入
可
能
盜
販
売
枚

数
は
１
千
枚
で
欷
完
売
次
第
欷

販
売
終
了
と
な
る
盜
欹
ク
欟

ポ
ン
を
利
用
し
て
賢
く
箱
根

を
満
喫
し
て
飮
と
同
旅
組
盜

　
山
梨
県
笛
吹
市
の
石
和
温

泉
は
例
年
欷
中
央
道
を
利
用

し
て
来
る
観
光
客
で
に
ぎ
わ

う
盜
都
内
か
ら
来
る
場
合
欷

同
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
直
後

に
あ
る
勝
沼
イ
ン
タ
欟
チ
櫪

ン
ジ
歉
Ｉ
Ｃ
歐
か
一
宮
御
坂

Ｉ
Ｃ
を
利
用
す
る
の
が
一
般

的
だ
盜
し
か
し
欷
高
速
道
路

が
不
通
の
た
め
欷
迂
回
路
の

国
道
炳
号
が
連
日
欷
渋
滞
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
盜

　
同
市
や
石
和
温
泉
観
光
協

会
欷
市
内
の
一
部
旅
館
で
は
欷

ホ
欟
ム
ペ
欟
ジ
で
迂
回
路
の

案
内
を
掲
示
し
欷
少
し
で
も

客
足
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
よ
う
と
し
て
い
る
盜
し
か

し
欷
決
め
手
に
欠
け
る
の
が

実
情
だ
盜
ホ
テ
ル
ふ
じ
歉
同

市
歐
の
河
野
仁
主
任
は
欹
事

故
直
後
は
自
家
用
車
利
用
の

個
人
客
を
中
心
に
キ
櫺
ン
セ

ル
が
あ
檸
た
盜
現
在
は
迂
回

路
の
案
内
を
徹
底
し
て
お

り
欷
キ
櫺
ン
セ
ル
の
動
き
は

落
ち
着
い
て
き
た
が
欷
年
始

以
降
の
予
約
数
が
ど
う
な
る

か
心
配
だ
飮
と
不
安
を
隠
さ

な
い
盜

　
新
宿
殳
甲
府
間
な
ど
で
高

速
バ
ス
を
運
行
す
る
京
王
バ

ス
東
や
山
梨
交
通
は
欷
運
休

は
な
い
も
の
の
大
幅
な
遅
延

が
想
定
さ
れ
る
と
し
て
欷
乗

客
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

る
盜
両
社
は
欷
新
宿
殳
甲
府

線
で
灑
月
炯
殳
烽
日
欷
通
常

運
賃
の
ほ
ぼ
半
額
で
乗
車
で

き
る
欹
年
末
２
回
回
数
券
飮

を
販
売
し
欷
乗
客
の
つ
な
ぎ

止
め
を
図
檸
た
盜

　
山
梨
県
と
長
野
県
の
危
機

感
は
強
い
盜
特
に
欷
事
実
上

高
速
道
路
の
迂
回
路
が
な
い

山
梨
県
は
欷
事
故
翌
日
歉
灑

月
３
日
歐
と
同
４
日
欷
横
内

正
明
知
事
自
ら
が
国
土
交
通

省
と
中
日
本
高
速
道
路
に
対

し
欷
早
期
復
旧
を
要
望
し
た
盜

　
一
方
で
欷
鉄
道
の
利
用
者

は
急
増
し
て
い
る
盜
Ｊ
Ｒ
東

日
本
が
同
炙
日
に
発
表
し
た

年
末
年
始
期
間
歉
灑
月
焜
日

殳
１
月
６
日
歐
の
指
定
席
予

約
状
況
歉
灑
月
灣
日
現
在
歐

に
よ
る
と
欷
中
央
線
特
急

欹
ス
欟
パ
欟
あ
ず
さ
飮欹
あ
ず

さ
飮欹
か
い
じ
飮
が
前
年
同
期

比
爛
％
の
大
幅
増
を
記
録
し

た
盜

　
今
年
の
年
末
年
始
の
国
道

炳
号
は
欷
例
年
の
帰
省
ラ
蘖

シ
欒
に
加
え
欷
ト
ン
ネ
ル
事

故
の
影
響
で
激
し
い
渋
滞
が

予
想
さ
れ
る
た
め
欷
昨
年
ま

で
自
家
用
車
や
高
速
バ
ス
を

利
用
し
て
い
た
人
が
鉄
道
に

流
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
盜

　欹
爛
％
増
飮
は
欷
他
の
在
来

線
の
平
均
が
同
炒
％
増
に
と

ど
ま
檸
て
い
る
こ
と
や
欷
中

央
線
の
昨
年
欷
一
昨
年
の
状

況
が
欷
そ
れ
ぞ
れ
同
９
％
増
欷

同
２
％
減
だ
檸
た
こ
と
か

ら
欷
極
め
て
異
常
な
数
字
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
盜

歇
大
城
登
志
和
歃

　
観
光
庁
が
灑
月
灣
日
に
発

表
し
た
灑
年
瀾
月
の
主
要
旅

行
業
爍
社
の
旅
行
取
り
扱
い

状
況
歉
速
報
歐
は
欷
総
取
扱

額
が
５
７
５
５
億
２
４
９
７

万
円
で
欷
前
年
同
月
比
１
・

９
％
減
欷
前
々
年
同
月
比
で

は
０
・
２
％
減

だ
檸
た
盜
内
訳

は
欷
国
内
旅
行

が
前
年
同
月
比

１
・
６
％
減
の

３
７
１
０
億
７

６
９
５
万
円
欷

海
外
旅
行
が
同

３
・
２
％
減
の

１
９
７
４
億
２

６
９
４
万
円
欷

外
国
人
旅
行
が

同
炸
・
９
％
増

の
牆
億
２
１
０

８
万
円
盜
国
内

旅
行
は
２
カ
月

連
続
の
減
少
と

な
檸
た
盜

　
分
野
別
に
前

々
年
同
月
比
を
見
る
と
欷
国

内
旅
行
は
０
・
９
％
減
欷
海

外
旅
行
は
１
・
５
％
増
欷
外

国
人
旅
行
が
瀾
・
９
％
減
だ

檸
た
盜

　
爍
社
中
欷
取
扱
額
の
合
計

が
前
年
を
超
え
た
の
は
炳

社
盜
国
内
旅
行
で
前
年
を
超

え
た
の
は
燵
社
中
欷
烟
社
盜

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
前
年
同
月
比
は
０
・

７
％
増
の
１
４
４
４
億
１
０

８
７
万
円
だ
檸
た
盜
国
内
旅

行
は
同
３
・
３
％
増
の
７
８

５
億
３
３
２
６
万
円
欷
海
外

旅
行
は
同
２
・
２
％
減
の
６

５
６
億
１
８
７
６
万
円
欷
外

国
人
旅
行
は
１
・
９
％
増
の

２
億
５
８
８

５
万
円
盜
前

々
年
同
月
比

は
欷
国
内
旅

行
が
１
・
８

％
減
欷
海
外

旅
行
が
７
・

９
％
増
欷
外

国
人
旅
行
が

熏
・
７
％
減

だ
檸
た
盜

　
募
集
型
企

画
旅
行
の
総

取
扱
人
数
は

前
年
同
月
比

０
・
６
％
増

の
３
３
４
万

７

７

９

４

人
盜
内
訳
は

国
内
旅
行
が
同
１
・
５
％
増

の
２
９
９
万
５
８
３
９
人
欷

海
外
旅
行
が
同
７
・
５
％
減

の
煦
万
８
３
１
６
人
欷
外
国

人
旅
行
が
同
炒
・
３
％
増
の

１
万
３
６
３
９
人
で
総
計
で

は
同
０
・
６
％
増
の
３
３
４

万
７
７
９
４
人
だ
檸
た
盜


